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ステージゲート評価結果（5年目） 
〇結果 
 5年目ステージゲート通過とする 
 
〇評点 
 A:評価項目を満たしており、課題の継続実施が妥当である 
 
〇総合評価コメント 
 実機を用いた産学共同において、質と量の両面において想定を上回る成果が出ており、
ステージゲート目標を達成している。また、多くの企業と連携を進めている点も高く評価
できる。そのため継続と判断する。 
 今後は、古典コンピュータ上のベストアルゴリズムに対するベンチマーキング結果を示
すだけでなく、NISQ実機の実ビジネスにおける可能性を、より多くの科学者・工学者の
参加を促す形で示せるとよい。 
 また、実機を用いた産学共同の成果が多数かつ多岐にわたることから、様々な成果が単
純に羅列されている印象を受ける。今後はこれらの成果を「予想される産業応用時期」と
いったわかりやすい基準で整理し直し、早期での実現が期待される成果を比較的詳しく説
明するなどの工夫があると、QLEAPの目標の一つである TRL6のデモンストレーションに
向けた進捗などが実感しやすい。 

以上 


